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平成２９年 第１３回教育委員会定例会 会議録 

 

１ 日時     平成２９年１２月２２日（金）  午後３時００分～ 

２ 場所     小林市役所 ２階 第１会議室 

３ 出席委員   槇健一郎 大部薗智子 椎屋芳樹 大角安子 中屋敷史生 

４ 参与職員   山下康代 日高智子 深田利広 大山和彦 

         （調整職員）川俣洋寿 

５ 説明職員 

６ 会議内容 

開会 15：00 

槇委員長   皆さん、こんにちは。 

       それでは、平成２９年第１３回小林市教育委員会定例会を開催いたします。 

       それでは、報告に入らせていただきます。 

       報告第１９号平成２９年第４回市議会定例会（１２月議会）についてお願

いいたします。 

山下教育部長 それでは、報告第１９号平成２９年第４回市議会定例会（１２月議会）の

報告をいたします。 

       ２ページをお開きください。 

       １１月２７日に開会されまして、１２月１５日に閉会となっております。 

       ３ページから１６ページには、一般通告のコピーを載せております。今回

は１４人の質問の中で教育委員会に関係する部分は７名の質問でありまし

た。 

       それでは、２０ページからになりますが、一般通告の報告を簡単にさせて

いただきたいと思います。 

       まず２０ページ、原議員ですが、幼児教育無償化ということで、政府が幼

児教育保育の無償化を言っているんですけれども、今後の財源の見通し、

本市への影響がどのようにあるのか質問がありました。 

       教育長からは、学校教育課が所管しています野尻幼稚園、公立幼稚園の影

響について答えております。現在、保護者に負担していただいている保育

料がなくなるということで、市の歳入がなくなることが予想されます。そ
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の分を国や県が担うのか、市が担うのかにつきましては、今後の国の動向

を注視してまいりたいと考えております。 

       それから、２１ページになります。 

       原議員から小・中学校の危機管理マニュアルについての質問がありました。

各学校が策定した危機管理マニュアルが実際に機能するかどうか検証し、

定期的な見直しが必要になりますが、各学校においては見直しがされてい

るのか質問がありました。 

       教育長からは、内容の検証につきましては、マニュアルに基づいて避難訓

練を実施して、実施後の職員会議等で評価を行って、成果や課題を明らか

にして、マニュアルに基づく対応が適切であったかを全職員で検証してい

ますと答えております。 

       原議員から、災害は授業中、子供がいるときに発生した場合は、学校は避

難所になることも考えられ、そのときの訓練も必要となりますが、その辺

の訓練はどうしていますか質問がありました。 

       教育長から、地域の方と連携した避難訓練は現在行っておりません。各学

校が行っているものについては、子供を安全に家庭へ戻すということで、

引き渡し訓練や保護者や見守り、ボランティアの方がかかわるということ

まではしております。それから南小学校では防災フェスタで地域の方と一

緒に体験することはしていると答えております。 

       ２３ページになります。 

       原議員です。市立図書館の環境整備ということで、市立図書館が来年１１

０周年を迎えるに当たって、利用者の向上にもつながる１１０周年記念事

業についてどう考えているか質問がありました。 

       教育長からは、記念すべき１１０周年事業は市民の知的財産であります図

書館に感謝の意を込めて、市民とともに祝える記念事業にしたいと考えて

おります。 

       時期といたしましては、平成３０年１０月を予定しております。 

       内容といたしましては、テーマを「０歳から１００歳までの読書」として、

平成２８年度から１１０周年に向けて蔵書の整理と閉架されていた図書の

整理作業を進めていましたので、その閉架部分の開架をいたします。それ
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から図書館内の壁面に小林市立図書館の明治・大正・昭和・平成を含め未

来の図書館の絵画を表現した展示をしたいと答えております。それから移

動図書館車号を利用いたしまして古本市も考えていると答えております。 

       それから、原議員から、全国的に図書館に併用したカフェ、喫茶店等に市

民の方々が立ち寄るというような形が見受けられますが、その辺について

はどう考えていらっしゃいますかと質問がありました。 

       ２４ページになりますが、私から、今回オープンしたＴＥＮＡＭＵ２階の

交流スペースにおいて、まちライブラリーを設置したいと思っております。

そこではコーヒーを飲みながら読書を楽しんだり、好きな本を話題に会話

をしていただいて、交流を深める図書館と違った環境を整備して情報発信

の場としていきたいと答えております。 

       ２５ページになります。 

       原議員です。小林地域防災計画の見直しということで、新燃岳噴火に対す

る学校のヘルメットの今後の対応ということで質問がありました。 

       ヘルメットにつきましては、これまでの経緯を述べた後、警戒レベルの３

の状況が続いておりますので、ヘルメットは緊急時に着用できるように登

下校中は携帯するように指導しております。それから、マスクは火山灰の

状況に応じて着用するように指導しておりますと答えております。 

       それから、２６ページです。 

       原議員です。まつり、イベントの活性化ということで、学校における子供

たちへの文化の継承の考え方について質問がありました。 

       教育長からは、文化の継承につきましては、総合的な学習の時間におきま

して、「地域の人々の暮らし、伝統と文化など、地域や学校の特色に応じた

課題について学習活動を行うこと」と明記してありますので、各学校は地

域の実態に応じて特色ある教育活動を展開しているということで各学校の

経緯を挙げて答弁をしております。 

       それから２７ページ、蔵本議員です。 

       児童の虐待防止対策の具体的取り組みについて、虐待に対する学校での取

り組み、そして研修についてどのように取り組んでいるか質問がありまし

た。 
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       教育長から、学校での研修につきましては、人権教育等で研修をしており

ます。それから児童虐待防止法の中に、学校の役割としましては、早期発

見の努力義務または発見時の通告義務がありますので、これにつきまして

は校長会を通して徹底を図っているところでございます。例えば、早期発

見につきましては、登校時の朝の会などを通して全職員で児童・生徒の表

情とか細かな変化を把握しております。また、児童が更衣をする場面があ

りますので、その際に、あざ等がないかを確認するようにしております。

と答弁しております。 

       それから、蔵本議員、２８ページになります。 

       教職員・市職員の働く環境改善ということで、今回は、後で出てきますが、

大迫議員と蔵本議員から、教職員の時間外それから長時間勤務と部活動に

ついて質問があったところです。小・中学校ごとに時間外にどんな業務を

やっているのか、また長い時間部活をやっている先生たちの状況について

教育長が説明をしております。 

       それから、土曜日、日曜日の勤務状況等についても質疑がありました。 

       教育長からは、６月にも同様の質問が１回ありましたので、６月と１０月

の状況を申し上げ、８月の校長会で時間外勤務のこと、働き方改革のこと

を指導してきておりますので、少しずつは減ってきており、そういう意識

の違いは少しずつは出てきていると思いますと答弁をしております。 

       それから、３０ページになりますが、蔵本議員から、厚労省も文科省もガ

イドラインや通知を出し、中教審も教職員の働き方の提言もしております

が、どういう状況になっているかということで質問がありました。 

       教育長からは、３，５００人ぐらいの子供を預かる教育委員会ですけれど

も、大きな船が方向の先を変えるときにはかなり時間がかかります。それ

を急激にかじを取ると、船に乗っている子供たちや先生たちが転んでしま

うような気がしますので、そこはしっかり見極めながら、しっかりと目的

の港に着くように学校の先生たちとやっていきたいと思いますと答弁をし

ております。 

       それから、３２ページになります。 

       時任議員です。部制と職員ということで、組織改編についての質問があり
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ました。教育委員会につきましては、教育委員会の教員以外の勤務状況に

ついて質問がありました。教育委員会以外では、教育部の中には学校教育、

社会教育、スポーツ振興、須木分室、野尻分室がありますが、勤務状況と

いたしましては、どこの課もイベントが多くありますので、こばやし大運

動会とか総合文化祭など大きなイベントを開催するときには課を超えて教

育部で取り組んでおります。それに伴いまして、勤務時間内に事務的な業

務ができないために残業をしなければならない状況もありますと答えてお

ります。 

       それから、首藤美也子議員です。３３ページになります。 

       地域防災、学校防災における防災のあり方ということで、避難所となる体

育館の耐震性、それから体育館の天井、照明器具、窓ガラスなどの非構造

部材の調査は実施されたのか質問がありました。 

       学校におきましては、毎月安全点検を目視によって各学校でやっておりま

す。それは目視でいいんですかと質問がありましたので、各学校において

は毎月の学校点検それから５月、１０月の学校ヒアリングの際に施設担当

者の点検も行っております。それから建築技師の点検も随時行っておりま

す。 

       それから、首藤議員からは、各避難所のトイレ、防火倉庫、備蓄倉庫、貯

水槽、自家発電、非常用の通信装置の状況も聞かれましたので、私から答

弁をいたしております。 

       それから、３５ページになりますが、首藤議員から、避難所は地域防災で

学校は学校の防災計画がありますが、体育館に避難してきたときに主体が

どちらかになるのか、地域主体でよいのかというような質問がありました。 

       教育長からは、２１校全て災害時の避難所に学校は指定されておりますの

で、その役割は担っていると思いますが、学校側は避難所開設に向けて協

力をするということで職員には言っております。職員の役割といたしまし

ては、子供の安全の確保、安否確認、それから早く教育ができる状況に持

っていくことが学校の役割ですが、実際、子供が学校にいるときに災害が

ありましたら、南小学校でしたら体育館に子供たちは集められております。

そこに保護者が東側から入ってきて引き渡しをしてということで訓練をし
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ておりますので、今後はそういうふうなところも考えて地域の方とやって

いかなければならないというふうに思っていると答弁しております。 

       それから、３６ページですが、吉藤議員からは、放課後子ども教室、放課

後児童クラブの現状と課題ということで、吉藤議員は、放課後子ども教室

で活躍をいただいているんですけれども、高齢者の方々が支援の方になっ

たりとかで、施設の増設や高齢化、賃金など市としてどのようにお考えか

ということで質問がありました。 

       これは、健康福祉部も関係しましたので健康福祉部長、それから教育につ

いては私からは、子ども教室の現状を答えたところであります。 

       それから、３８ページになります。 

       吉藤議員です。読書ボランティア団体の現状と課題ということで、現在、

読書ボランティアが市内において１７団体、延べ２１０名ほどいらっしゃ

るんですけれども、この読み聞かせを長年やってきて、どのような効果が

あって、またボランティア団体とはいえ何らかの補助は考えられないもの

か質問がありました。 

       教育長からは、読書ボランティアの効果について答弁をいたしました。 

       それから、何らかの補助というところでは、団体の補助について、読み聞

かせ連絡協議会により読み手としての人材育成を目的に研修会や読書イベ

ントの開催をふやしたり、読書の際の保険に加入していきたいという意見

は伺っておりますが、市からの補助となりますと、ほかのボランティア団

体との関係もありますので、慎重に検討していかなければならないと考え

ておりますと答弁をしております。 

       それから、高野議員からですが、スポーツ振興について、４０ページにな

ります。 

       パークゴルフ場の新設ということで質問がありました。 

       これにつきましては、市長から、民間のパークゴルフ場が閉鎖されて、会

員の皆様は今、都城の高崎や山田の近隣のパークゴルフ場で競技をされて

いるということは伺っています。しかしながら、土地の問題で広い土地が

必要になりますので、身近で行きやすい土地の取得は厳しいかと考えます

ので、現時点での新設は厳しいと考えておりますと答弁されております。 
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       それから、４１ページ、高野議員です。 

       第２回の霧島連山絶景マラソンの概要ということで、教育長から概要の説

明をしております。今回は小林駅周辺をスタート・ゴールとするコースで

実施して、ハーフマラソンを種目追加してやっていくと答弁しております。 

       それから４２ページですが、高野議員から、ＴＥＮＡＭＵビルの進捗状況

ということで１階から３階の内容について質問がありました。 

       ２階の社会教育課が管轄する先ほど説明した２階の部分の説明を教育長か

らしたところであります。 

       それから、４３ページから５３ページまでが大迫議員になります。 

       これは、教職員の長時間勤務について質問がありました。 

       内容については、先ほどの蔵本議員と重なるところがありますので、割愛

させていただきます。 

       ５４ページになりますが、１２月議会の議案質疑になります。 

       議案第８８号の小林市手話言語条例の制定ということで、これにつきまし

ては、報告第２１号と関連いたしますので、７４ページの手話言語条例の

制定についてここで説明をさせていただきたいと思います。 

       これにつきましては、今回１２月議会に福祉課から上程されたものであり

ます。学校教育に関する部分もありますので、少し説明をさせていただき

ます。 

       経緯といたしましては、平成１８年に採択された障害者の権利に関する条

約、それから平成２３年に改正された障害者基本法において、手話が言語

として位置づけられました。手話を必要とする人がいつでもどこでも安心

して意思疎通を図ることができる地域社会の構築が求められております。

小林市においても、平成２６年の議会定例会において手話言語法の制定を

求める意見が採択されております。今回提出されました第１条に目的、第

３条に市の責務、第４条に市民の役割、第５条に事業者の役割がうたって

あります。第６条、７８ページの一番上になりますが、学校における理解

の促進ということで、第６条に学校教育の場において、基本理念にのっと

り、手話に接する機会の提供その他の手話に親しむための取り組みを通じ

て、児童・生徒に対し、手話への理解の促進に努めるものとする。 
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       第２項で、市は、学校教育の場において、手話を必要とする児童・生徒等

に対し、手話による学習支援に努めるものとするというふうに条例のほう

にうたってあります。 

       これに基づきまして、先ほどの５４ページになりますが、福本議員から、

この手話言語条例の制定について、学校は取り組みをどう行っているかと

いうことで質問がありました。 

       教育長から、市内全ての学校におきましては、総合的な学習の時間、学校

行事等を活用して福祉体験活動を行っております。その中で手話への理解

促進や手話に親しむ学習につきましては行っておりまして、具体的に申し

ますと、東方小学校や永久津中学校では、音楽の授業で歌詞に合わせて手

話で表現する活動を行っております。永久津中学校では、その発展といた

しまして、先月の西諸県地区の音楽大会で披露をしているというような各

学校の報告をしております。 

       それから、５５ページ、５８ページまでにつきましては、総務文教委員会

の各課での全議員の一覧になります。総務文教委員会についてはご覧にな

っていただきたいと思っております。 

       以上になります。 

槇委員長   ありがとうございます。 

       報告第２０号小林市要保護児童生徒就学援助費及び準要保護児童生徒就学

援助費並びに特別支援教育就学奨励費に関する要綱の一部改正についてお

願いいたします。 

山下教育部長 報告２０号につきましては、１１月の定例教育委員会で承認をいただきま

した。要綱の一部改正について告示をするということで報告でございます。

以上です。 

槇委員長   ありがとうございます。 

       質問ないでしょうか。よろしいですか。 

       報告第２１号は、先ほどの手話言語条例の説明でよろしいですね。 

山下教育部長 はい。 

槇委員長   ありがとうございます。 

槇委員長   それでは、議案に入りたいと思います。 
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       議案第５４号平成２９年度小・中学校卒業式の期日の意見聴取についてお

願いいたします。 

大山教育指導監 ７９ページをご覧いただきたいと思います。 

       議案第５４号平成２９年度小・中学校卒業式の期日について、教育委員会

の意見を求めるものであります。 

       卒業式の日程は、本市の学校管理規則において教育委員会の意見を聞いて

校長が定めることとなっております。 

       次のページをご覧ください。 

       校長会からは、まず野尻幼稚園卒園式が平成３０年３月１５日、小学校の

卒業式が３月２３日金曜日、中学校の卒業式が３月１６日金曜日という日

程で行いたいという要望を伺っております。小・中学校は昨年度と同日で

ございます。 

       出席者につきましては、改めてご相談いたしますので、本日はこの日程の

みの意見を求めたいと思います。 

槇委員長   ありがとうございます。 

       何かご意見ないでしょうか。よろしいですか。 

       卒業式はこの日程でお願いしたいと思います。ありがとうございました。 

槇委員長   続きまして、議案第５５号平成３０年度小・中学校入学式の期日の決定に

ついてお願いいたします。 

大山教育指導監 それでは、引き続き８１ページをご覧いただきたいと思います。 

       議案第５５号平成３０年度小・中学校入学式の期日の決定について、教育

委員会の承認を求めるものでございます。 

       入学式の日程は、先ほどの管理規則と同様に、校長の意見を聞いて教育委

員会が定めるとなっております。 

       次のページをご覧ください。８２ページです。 

       野尻幼稚園の入学式が４月６日金曜日、小学校入学式が４月１２日木曜日、

中学校の入学式が４月１１日水曜日という日程で実施をしたいと思います。

この日程につきましては、事前に校長会に不都合がないかの確認はとって

おります。小・中学校は昨年と同じ日程になります。以上です。 

槇委員長   ありがとうございます。 
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       この日程で小・中学校の入学式、よろしいですか。 

大部薗委員長職務代理者 委員長、いいですか。 

槇委員長   はい。 

大部薗委員長職務代理者 高校の入学式は確認なさっているんですか。 

大山教育指導監 確認をしていますけど、今のところかぶってはいないということになっ

ております。 

槇委員長   よろしいですか。 

       よろしくお願いします。 

槇委員長   続きまして、その他に入ります。 

       立志式についてお願いいたします。 

大山教育指導監 ８３ページをご覧ください。 

       本年度の立志式の予定表でございます。１月２３日、三松小学校から始ま

りまして、市内全ての小・中学校で実施されます。本年度も教育委員会の

出席の依頼がございますので、委員の皆様には式への参加、それから児童・

生徒に挨拶をお願いしたいと思います。 

       別紙で一枚紙のファクス用紙をお配りしておりますので、お手数おかけし

ますけれども、出席が可能な日に丸をつけていただきまして、こちらのほ

うにお送りいただけないでしょうか。調整の上、訪問していただく学校と

期日は後日お知らせさせていただきます。 

       以上でございます。 

槇委員長   ありがとうございます。 

       それでは、２８日までよろしくお願いいたします。 

槇委員長   次に、平成３０年成人式についてお願いいたします。        

日高社会教育課長 資料の８４、８５をお開きください。 

       成人式について昨年と変更のある点につきましてご報告をさせていただき

ます。 

       式次第でございますが、８番に親から子へのメッセージというものを新た

に追加をさせていただいております。これは、平成２９年の成人式のアン

ケートの意見としてありました内容なんですけども、原文のまま読みます

と、「成人まで育ててくれた親御さんの言葉も、父親、母親の立場から述べ
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てもらったらよいと思います。一番喜び、感慨深くきょうの日を喜んでい

る方たちです」という意見を寄せていただきました。このことから、式典

の式次第の内容を検討いたしまして、例年、教育委員長に励ましの言葉を

いただいておりましたけども、これを今回親から子へのメッセージにかえ

させていただいたところでございます。前もって委員長には承諾をいただ

いているところですが、子から親への感謝、親の愛情といった新成人への

思いをつなぐことを狙いとして感動する式典にしたいなというふうに思っ

ているところでございます。新成人に成人式の案内状を送付する際に、ご

家族の皆さんへというタイトルでメッセージの募集を行ったところです。

９通の募集がありました。その中から２通を式典で映像とともに流したい

というふうに考えております。参加された皆さんが感動する仕掛けづくり

をということで実行委員とともに検討をしたところです。今回は映像で文

字にして、それを読むという形で行うんですけども、その反応を見ながら、

また次の年はいろいろな検討を重ねて、感動する、また心に残る式典を考

えていきたいと思っているところでございます。募集をされた９通から２

通以外の式典内で発表できなかったメッセージについては、紙媒体にいた

しまして記念に残る形でメッセージを寄せてくださった方の新成人宛てに

受付でお渡しできたらなと考えているところでございます。 

       ３０年の新成人の該当者が５１７名を予定しております。ぜひ委員の方々

にも出席していただいて、一緒にお祝いしていただけたらと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。以上です。 

槇委員長   ありがとうございました。 

       ご質問ないでしょうか。よろしいでしょうか。 

槇委員長   続きまして、「食育」に関する展示会及び上映会についてお願いいたします。 

深田スポーツ振興課長 スポーツ振興課です。 

       ８６ページから８７ページでパンフレットを添付させていただいておりま

す。 

       来年の２月１７日土曜日になります。小林市文化会館小ホールにおきまし

て、皆様見られたことがあるかもしれませんが、「はなちゃんのみそ汁」と

いう映画を上映させていただきます。それと、ロビーにおきまして市内の
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子供たちが行った食に関する活動の写真を展示したいと考えております。 

       なお、上映時間につきましては、第１部、午前の部が１０時から１１時５

８分、第２部、午後からの部が１３時半から１５時２８分となっておりま

すので、もしお時間等がおありであれば、ご出席方をよろしくお願いした

いと思っております。 

       それと、資料等はないんですけど、来年度１月８日月曜日になります。第

８回市町村対抗駅伝大会が宮崎市で開催されます。小林市におきましては、

今年も３チームを結成予定です。本日、結団式を行いまして、３回目の優

勝ができるように頑張ってまいりたいと考えております。 

       それと、最後なんですけど、来年の１月２８日日曜日になります。ご案内

等差し上げますが、市民総合スポーツ祭のこばやし駅伝競走大会を開催い

たします。９時開会で９時半スタートでございます。午前中には全ての行

事が終わる予定でおります。こちらへの出席方もよろしくお願いをしたい

と思います。 

       スポーツ振興課は以上です。よろしくお願いします。 

槇委員長   ありがとうございます。 

       何かご質問ないでしょうか。 

       それでは、よろしくお願いいたします。 

日高社会教育課長 すみません、いいですか。申しわけありません。 

       議事にはありませんが、１つ報告をさせていただきたいと思います。毎年

３月に行っている学校・家庭・地域の教育フォーラム、これについて本年

度開催を大きく２点について変更することとしましたので、ご報告をさせ

ていただきたいと思います。 

       このことについては、昨日、青少年育成市民会議理事会において承認をい

ただいたところです。 

       まず１点目なんですけども、例年開催してきた「こばやし発はしれ‼ぞうれ

っしゃ」。これが本年度は諸事情によりまして開催ができないということに

なりました。このことによって内容と時間の変更をいたします。今年度は

これまで実施していた内容の家庭教育学級の発表、それから地域との共同

による新たな学校モデル構築事業、一地区一形運動発表などは昨年と同様
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継続で実施していくんですけども、今後はこれらの内容についても検討が

必要かなということで、今年まではこの内容でいきたいというふうに思っ

ています。 

       ２点目についてなんですけども、会場を文化会館でしていたんですが、こ

れをＴＥＮＡＭＵビルの２階の交流スペースに変更をさせていただきたい

と思っているところです。駐車場の問題、それからこれまでよりも参加人

数が減少するという問題もあるかと思いますが、これまでこのフォーラム

が形骸化しているということもありまして、ちょうど見直す時期に来てい

るのではないかということ、それとまたＴＥＮＡＭＵビルでもこのような

イベントができるという利用促進にもつなげたいということから、新たな

試みなんですけどもこの会場で実施をさせていただきたいと思っていると

ころです。いろいろな問題も出てくると思いますが、実施しながらまた改

善を図っていきたいと考えているところです。 

       開催日ですが、３月１１日、１０時から開始をする予定にしております。

また後日案内を差し上げますので、出席等もよろしくお願いいたします。 

       以上です。 

槇委員長   ありがとうございます。        

大角委員   去る１２月２日に行われました第５９回宮崎県ＰＴＡ研究大会小林市大会

につきましては、教育長初め、部長、社会教育課長を初めとする社会教育

課の皆さんに大変お世話になりました。３名様にお土産を含めて大会誌と

アンケートも同封させていただいておりますので、またご自宅でゆっくり

見られてください。結果をいいますと、大成功で幕を閉じることができま

した。ありがとうございました。 

中屋敷教育長 本当いい大会で、いい感想しか聞いておりません。よかったと思います。 

槇委員長   あの講演もおもしろかった。 

槇委員長   それでは、本日の平成２９年第１３回小林市教育委員会を閉会いたしたい

と思います。どうもお疲れさまでした。ありがとうございました。 

 

閉会   16：00   
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